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　今後日本では高齢化に伴い緑内障患者が増加することが予想さ
れています。一方で低侵襲緑内障手術（MIGS）が広く普及し、緑内障
術者以外にも身近な手術となりました。MIGSの1つであるiStent（白
内障手術併用眼内ドレーン）は、白内障手術と同時にインプラントす
る緑内障治療デバイスであり、合併症が少ないために比較的に早期
から治療介入に用いることができるようになりました。
　本セミナーでは、杉原一暢先生（島根大学）、村上祐介先生（九州大
学）、三浦悠作先生（高知大学）にご登壇いただき、各大学でのiStent
の取り組み方や導入する意義、患者選択から手術手技、術後管理な
どについてご講演いただきます。緑内障の標準的治療として定着し
てきた眼内ドレーン手術の全体像と最前線を把握できるセミナーに
なることを確信しております。

～iStent Precision Treatment～～iStent Precision Treatment～
眼内ドレーン手術を極める

朝岡 亮 先生
（聖隷浜松病院）

芝 大介 先生
（慶応大学）
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共催第34回日本緑内障学会への参加には、
参加登録が必要です。 

◀参加登録はこちら

杉原 一暢 先生
（島根大学）

iStentと
マイクロフックの
使い分けについて
解説します

村上 祐介 先生
（九州大学）

広げよう!
みんなのiStent手術
～九州大学での実際～

三浦 悠作 先生
（高知大学）

超高齢化社会における
iStent手術の
早期介入が果たす
役割とは


